
平素より弊社のIR活動へのご協力に心より御礼申し上げます。
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当第３四半期決算のトピックスでございます。
3ヵ月間の業績について、2018年度第３四半期、つまり前年同期との比較を
行っております。

売上高につきましては、代理店の在庫調整の影響を受けコンデンサが減少しまし
た。また、スマートフォン向けの樹脂多層基板やリチウムイオン二次電池が減少
しました。

営業利益につきましては、製造高の減少により操業度損に加えて、値下がりの進
行もあり、前年同期比で7.2％の減少の795億円となりました。営業利益率は前
年同期比0.6ポイント悪化の19.4％となりました。

また、第３四半期までの累計の営業利益額は2,009億円と、前年同期比で
10.7％減少しました。
なお、当期の業績予想は昨年10月末に見直しを行いましたが、この業績予想の
営業利益額2,300億円に対する進捗率としては、第３四半期までの累計で87％
となっております。

なお、当第３四半期の決算短信の表紙に記載の通り、当期の期末配当についての
予想を変更しております。従来予想では、１株当たり47円としておりましたが、
本日、50円へ変更する旨の適時開示を行いました。
期末配当予想は従来予想比で一株当たり３円の増配となります。
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売上高、営業利益、税引前四半期純利益、当社株主に帰属する四半期純利益、の
四半期毎の推移を示したグラフです。

当期は、第１四半期から第２四半期で、季節要因もあり売上が大きく伸びました。
一方で、第１四半期では在庫評価単価の上昇に伴う原価差額を計上した影響もあ
り、第２四半期の利益額は、第１四半期に比べて僅かながら減少しておりました。

冒頭に当第３四半期のトピックスとして申し上げました通り、当第３四半期は、
前年同期比では、減収減益となりましたが、直近の当第２四半期との比較では、
売上高は68億円、1.7％の増加、営業利益は207億円、35.1％の増加となってお
ります。
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売上高、営業利益、税引前四半期純利益、当社株主に帰属する四半期純利益、に
ついて、前年同期比、および、直近四半期比、の増減を比較した業績概況でござ
います。

直近四半期比では、売上高の伸びに比べて、営業利益の増加が大きくなっており
ます。これは主に、第２四半期でモバイル向け電池の生産設備に係る減損損失を
計上したことによる影響です。
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売上高、受注高、受注残高の四半期別推移でございます。

昨年の第２四半期以降、受注高が売上高を下回る状況が継続し、受注残高が減少
し続けておりました。
当第３四半期では、僅かですが、受注高が売上高を上回っております。
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四半期毎の製品別の受注高の推移でございます。

直近の第２四半期との比較では、コンデンサが増加、モジュールは減少、となり
ました。圧電製品とその他コンポーネントでは大きな増減はありませんでした。

モジュールの受注高は、第２四半期の受注高が高水準であったこともあり、季節
要因もあって、スマートフォン向けで減少したものです。

コンデンサの受注高は、基地局向けや自動車向けで増加しております。

昨年の第３四半期の受注高との比較では、モジュールが減少しておりますが、コ
ンデンサ、圧電製品、その他コンポーネントは増加しております。

モジュールはスマートフォン向けの減少、コンデンサは基地局向け、スマート
フォン向け、自動車向け、など幅広い用途で増加しております。
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製品別の売上高概況でございます。

前年同期との比較についてですが、

コンデンサは、基地局向け需要が増加した反面、代理店での在庫調整の影響を受
け減少しました。

圧電製品は、表面波フィルタが中華圏スマートフォン向けで増加しております。

その他コンポーネントは、リチウムイオン二次電池が、電動工具向けやスマート
フォン向けで減少しました。

コンデンサとリチウムイオン二次電池の減少が大きく、製品売上高計でも前年同
期比で175億円、4.1％の減少となりました。
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製品別の売上高について、直近四半期との比較では、その他コンポーネントが減
少したものの、コンデンサ、圧電製品、モジュールは増加しました。

各製品別売上高の増減理由については、記載の通りです。
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用途別売上高の概況でございます。

前年同期との比較ですが、

通信向けは増加したものの、カーエレクトロニクスは横這いとなり、ＡＶ、コン
ピュータ及び関連機器、家電・その他、はいずれも減少となりました。

ＡＶについては、デジタルカメラ向けの近距離無線通信モジュールやコンデンサ
が減少し、セットトップボックス向けでのコンデンサの減少が影響しました。

通信については、通信機器用モジュールやコンデンサが増加しました。

コンピュータ及び関連機器については、タブレットＰＣ向けなどで、近距離無線
通信モジュールやコンデンサ、リチウムイオン二次電池が減少しました。

家電・その他は、代理店の在庫調整の影響により大きく減少し、製品売上高計で
も、前年同期比で175億円、4.1％の減少となりました。
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用途別の売上高について、直近四半期との比較では、ＡＶ、コンピュータ及び関
連機器、家電・その他は減少したものの、通信の増加が大きく、製品売上高計で
も、直近四半期比で、66億円、1.6％増加しました。

各製品別売上高の増減理由については、記載の通りです。
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営業利益の変動要因でございます。

直近の第２四半期との比較で、当第３四半期の営業利益は、207億円増加しまし
た。

第２四半期では、リチウムイオン二次電池で、モバイル向け電池の減損損失を
198億円計上しました。また、第２四半期とに比べて、第３四半期は、原材料の
売却益が11億円減少しました。
これらの特殊要因を除きますと、第２四半期に比べて第３四半期では営業利益が
20億円増加しています。

利益変動要因の中では、準変動費・固定費の減少が最も大きな影響額となってお
りますが、これは先ほど申し上げた減損損失に加え、コンデンサやリチウムイオ
ン二次電池で生産関連費用が減少したことによるものです。

また、品種構成差につきましては、先ほど申し上げた原材料の売却益の減少に加
えて、第１四半期で計上した在庫評価単価の上昇に伴う原価差額の一部が解消さ
れたことによるものです。
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当年度の業績予想でございます。

昨年4月末に公表した業績予想を、昨年10月末に見直しいたしましたが、その後、
業績予想の見直しは行っておりません。
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配当予想でございます。

当期の期末配当についての予想を変更しております。
従来予想では、１株当たり47円としておりましたが、50円への変更を行います。
期末配当予想は従来予想比で一株当たり３円の増配となります。
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